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第４章 計画の推進に向けた施策の展開 

 

「町田市生涯学習推進計画 2019-2023」の体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策１ 家庭教育を支える環境を整備する 

1-1 保護者向けの学習機会の充実 

1-2 家庭教育支援の担い手育成・活動支援 

1-3 保育室を利用した家庭教育支援事業の促進 

取組 

2-1 学習情報の発信力の強化 

2-2 歴史・文化資源等を活用した出張事業の推進 

2-3 子ども読書活動の推進 

取組 

 

2-4 学校図書館との連携強化 

2-5 生涯学習施設の利用促進 

2-6 読書普及事業の充実 

2-7 シニア世代向け事業の充実 

施策２ 学びのきっかけとなる機会を提供する 

2-8 障がい者サービスの充実 

2-9 図書館資料による情報提供機会の充実 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

1-4 親子でことばに触れる機会の充実 

2-10 「町田ゆかりの作家」紹介事業の充実 
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4-1 市民提案型事業の推進 取組 

4-2 協働による研究・発表の推進 

施策４ 学習成果を活かす機会を充実する 

4-3 地域で活動するボランティアの養成・支援 

4-4 学習成果の発表機会の支援 

4-5 生涯学習ボランティアバンク事業の推進 

5-1 支援が必要な人への学習機会の提供 取組 

5-2 本と出会う場所の創出 

5-3 文化財の保存と活用環境の整備 

施策５ 学習を支える環境づくりを進める 

5-4 歴史・文化資源の調査・研究・保存 

5-5 図書館利用者の利便性の向上 

5-6 地域資料の活用の推進 

5-7 市民のニーズに合った図書館事業の実施 

3-1 地域の課題解決に向けた学習支援 

3-2 町田の歴史情報の提供 

3-3 「文学の扉」事業の推進 

取組 

3-4 文化財の維持・保護・復旧の推進 

3-5 文化財の公開・活用の充実 

3-6 展示事業の充実 

施策 3 学習を“広げる・深める”を支援する 

◇…教育プラン重点事業 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

3-7 講座・講演会事業の充実 

3-8 レファレンスサービスの充実 

4-6 障がい者の学習成果を発表する場の充実 

4-7 図書館運営の地域協働化の促進 

4-8 市民の文学活動への支援 

5-8 町田の文学の継承 

5-9 文学財産の保存 
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施策１ 家庭教育を支える環境を整備する 

＜現状と課題＞ 

・家庭教育は、全ての教育の出発点であり、子どもが生活習慣や豊かな情操、倫理観

や社会的マナーなどを身につけるうえで、重要な役割を果たすものです。 

・家族形態の変容、地域の人間関係の希薄化などの影響もあり、家庭教育に関する相

談をできる相手が身近に見つけにくく、保護者が孤立化する傾向がみられます。 

・家庭教育に関する情報は、インターネットを中心に様々な媒体で発信されています

が、それらの情報の中から適切な情報を選択することが難しく、かえって保護者の

悩みを深めてしまうなど、家庭教育を行う困難さが指摘されています。 

・子育て中の保護者が、子育てのスタート期から安心して子どもたちを育てていくこ

とができるよう、地域ぐるみで家庭教育を支える環境を整備することが重要です。 

＜取組＞ 

1-1 保護者向けの学習機会の充実 

1-2 家庭教育支援の担い手育成・活動支援 

1-3 保育室を利用した家庭教育支援事業の促進 

1-4 親子でことばに触れる機会の充実 

▲家庭教育を支える環境を整備する 

乳幼児の保護者向け講座の様子 

▲「ちちんぷいぷい」（0～1 歳児対象

おはなし会）でのわらべ唄遊びの様子 
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◇・・・教育プラン重点事業

事業概要

これまでの取組

年度目標
（指標①）

年度目標
（指標②）

事業概要

これまでの取組

年度目標
（指標①）

年度目標
（指標②）

工程表

2019年度 2020年度 2021年度

31人 62人 95人 129人 164人

3事業 3事業 4事業 4事業 5事業

■取組1-1　保護者向けの学習機会の充実【◇】 生涯学習センター

保護者を対象に、子どもの年齢や成長に応じて生じる悩みや問題の解消につなげる学
習機会を提供します。実施にあたっては、保護者をはじめ学校、ＰＴＡなど幅広く
ニーズを調査し、事業内容に反映していきます。

０歳児・１歳児とその保護者、妊婦を対象とした「まなびのひろば事業」、乳幼児期
から思春期までの保護者向けの学習講座を定期的に実施しています。

活動指標

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

①まなびのひろば＊延べ参加者数 698人 880人

②家庭教育講座延べ参加者数 459人 570人

2022年度 2023年度

880人

＊まなびのひろば：生涯学習センターで実施する市内在住の0歳児・1歳児とその保護者、または妊婦
　を対象とした子育てに関するひろば事業。手遊びやスキンシップ遊び、絵本の読み聞かせ、保護者同
　士の情報交換などを行う。

480人 500人 520人 540人 570人

工程表

2019年度 2020年度

730人 760人 800人

2021年度

840人

31人 164人

■取組1-2　 家庭教育支援の担い手育成・活動支援【◇】 生涯学習センター

まなびのひろば事業や子育て講座などの学習機会を地域で展開できるよう、担い手を
育成します。実施にあたっては、関係機関と連携しながら、ニーズの把握、育成プロ
グラムや修了後の活動拠点などの検討を進め、家庭教育支援の充実を図ります。

家庭教育支援の担い手を育成する事業として「家庭教育支援学級」を実施していま
す。

活動指標

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

①担い手育成事業修了者数（累計）

②修了者が企画した学習事業数 3事業 5事業

2022年度 2023年度

各種学習事業の実施

アンケート等によるニーズ調査・

事業内容への反映

育成プログラム及び

活動支援手法の研究

担い手育成事業の実施

修了者の活動支援の実施

保護者の学習機会の把握

修了者が企画した学習事業

（3事業）実施

修了者が企画した学習事業

（４事業）実施

修了者が企画し

た学習事業

（5事業）実施
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事業概要

これまでの取組

年度目標

事業概要

これまでの取組

年度目標

現状値（2017年度）

2022年度

目標値（2023年度）

7事業 7事業 8事業

280回 380回

2019年度 2020年度 2021年度

■取組1-4　親子でことばに触れる機会の充実 文学館

子どもたちの感受性を育むことができるよう、わらべ唄遊びや絵本の読み聞かせ、こ
とば遊びなどを通じて、コミュニケーションの基本・文学への入り口となる「こと
ば」に触れる機会を提供します。保護者にもその楽しさを体験してもらうことで、家
庭での教育や親子のコミュニケーションに活かせる内容となるよう実施します。実施
にあたっては、参加者のニーズを把握し、事業内容に反映していきます。

0～4歳児とその保護者を対象にわらべ唄や絵本の読み聞かせを行う「ちちんぷいぷ
い」、「２歳児あつまれ！」、「３・４歳児あつまれ！」を実施しています。また、
３歳から小学生の子どもとその保護者を対象に、リトミックとことば遊びを取り入れ
た「クリスマスおたのしみ会」を実施しています。

活動指標

工程表

2019年度 2020年度

■取組1-3　保育室を利用した家庭教育支援事業の促進 生涯学習センター

2021年度 2022年度 2023年度

活動指標

工程表

指標

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

乳幼児から小学生とその保護者を
対象とした事業数

7事業 9事業

8事業 9事業

保育室は、生涯学習センターが直接事業に使用するほか、ホールや学習室等で市民の
学習活動がある際に補助的に利用されています。

子育て中の市民が親子向けイベントや講座により多くの参加機会を得られるよう、ま
た自ら活動することができるよう、市民活動団体や市の各部署に働きかけを行い、生
涯学習センターの保育室を活動の場とした家庭教育支援事業の促進を図ります。

380回290回 300回 320回 350回

2023年度

保育室の年間施設利用回数

アンケート等による

ニーズの把握
ニーズの事業への反映

各種学習事業

（7事業）実施

各種学習事業

（８事業）実施

情報収集

周知方法の

検討
検証

市民活動団体への周知・市の各部署との調整

検証結果に基づく周知活動の見直し

各種学習事業

（9事業）実施
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 「仕事は？」「子育ては？」初めての子育てに戸惑っている新米ママ。不安なのはみんな一緒

です。地域での人間関係が希薄化している中で、初めての育児に戸惑いや不安を抱えながらも、

毎日育児に奮闘する新米ママたち。子育てで毎日忙しいけれど、私らしく輝きたい！そんなマ

マたちが安心して町田で子育てするために学習機会を提供しています。 

 専門家の講義を聞いたり、ママ同士で語り合ったりしながら、町田でのこれからの暮らし、

働き方、将来のビジョンを描いて、前向きに子育てしましょう。 

 生涯学習センターは、「学びたい！」ママを応援します。 

ママだから学びたい！ 
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４
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施策２ 学びのきっかけとなる機会を提供する 

＜現状と課題＞ 

・学習は、知識や技能の習得だけでなく、日常生活の楽しみや心の豊かさにつながる

ほか、人間関係の構築や視野の拡大、生活課題や地域課題の解決等、続けていく中

で様々な効果をもたらすことが期待されるものです。 

・市の生涯学習施設の認知度は低く、施設の利用者数や主催事業の参加者数は伸び悩

んでいる状況です。そのため、生涯学習への関心を高め、継続的な学びにつなげて

いくきっかけとなるよう、より身近な学習機会を提供する必要があります。 

・歴史や文化に触れることは、その地域を知り、愛着や誇りを生むきっかけとなりま

す。そのため、より身近に町田市の歴史や文化に触れられる機会を提供する必要が

あります。 

・学年が上がるにつれ、子どもが本を読む機会は少なくなる傾向にあります。そのた

め、子どもの頃から身近に本があり、読書習慣を身につけてもらえる環境づくりを

進める必要があります。 

＜取組＞               

2-1  学習情報の発信力の強化 

2-2  歴史・文化資源等を活用した出張事業の推進 

2-3  子ども読書活動の推進 

2-4  学校図書館との連携強化 

2-5  生涯学習施設の利用促進 

2-6  読書普及事業の充実 

2-7  シニア世代向け事業の充実 

2-8  障がい者サービスの充実 

2-9  図書館資料による情報提供機会の充実 

2-10 「町田ゆかりの作家」紹介事業の充実 

▲東京文化財ウィーク（2016 年）

 

  

▲おひざでだっこのおはなし会 
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◇・・・教育プラン重点事業

事業概要

これまでの取組

年度目標
（指標①）

年度目標
（指標②）

事業概要

年度目標 30件 32件 34件 37件 40件

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

活用・検証 活用・検証

町田市の歴史や文化についてより多くふれてもらえるよう、学校や子どもセンターで
の講座や市民センターなどでの展示の実施、他部署が主催するイベントへの参加な
ど、歴史・文化に関する資源や情報を活用した学習事業を様々な地域で展開します。

・生涯学習総務課では、市庁舎イベントスタジオでの東京文化財ウィークに合わせ
　た企画展示や青少年施設ひなた村などでの文化財の展示を行うほか、自治体主催
　の歴史講座や大学の講義、中学校の歴史の授業などでの出張講義を行っています。

活動指標

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

出張事業（展示・イベント・講座等）の
実施件数

28件 40件

・文学館では、小学校での出張講座として、町田ゆかりの俳人の紹介と俳句クイズ
　を行う「俳句であそぼう！」や、市庁舎イベントスタジオでの出張展示を実施し
　ています。

これまでの取組

2023年度

■取組2-2　歴史・文化資源等を活用した出張事業の推進【◇】
文化財係・自由民権資料館・

文学館

検討 実施・検証 実施・検証 実施・検証 実施・検証

情報発信媒体
の把握・検討

媒体活用に
向けた調整

活用・検証

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

■取組2-１　学習情報の発信力の強化【◇】 生涯学習センター

学習情報をより多くの市民に提供できるよう、町田市ホームページモバイル（スマー
トフォン版）の学習情報誌「生涯学習NAVI」の利用促進を図ります。さらに、他団体
で発信している情報誌やホームページなどの情報発信媒体との連携を図り、情報発信
力を強化します。

ホームページや「生涯学習NAVI」の内容を見直しました。また、学習情報に関する
ポータルサイトの構築に向けて検討しました。

活動指標

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

①スマートフォン版「生涯学習NAVI」の
利用促進に向けた取組の実施

未実施
実施

（2020年度）

②新たな情報発信媒体の活用 未実施
活用

（2021年度）

利用促進に

向けた手法

の検討

スマートフォン版「生涯学習NAVI」

利用促進に向けた取組の実施・検証

出張事業の実施及び周知、関係機関への働きかけ

事業内容の検証 検証を踏まえた新たな事業の実施

情報発信

媒体の把握

・検討

新たな媒体の活用・検証

媒体活用

に向けた

調整



24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇・・・教育プラン重点事業

事業概要

これまでの取組

年度目標
（指標①）

年度目標
（指標②）

事業概要

これまでの取組

年度目標
（指標①）

年度目標
（指標②）

3,800冊 4,080冊 4,220冊 4,360冊 4,500冊

35校 37校 39校 40校 42校

事業の推進
進捗確認

事業の推進
進捗確認

事業の推進
進捗確認

事業の推進
進捗確認

4,500冊 5,000冊 5,500冊 6,000冊 6,500冊

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

■取組2-4　学校図書館との連携強化【◇】 図書館

小・中学校の学校図書館への支援や子どもの読書活動を充実させるために、図書館か
ら学校図書館への貸出のしくみを改善するなど、支援方法を見直して、学校図書館と
図書館との連携を強化します。

さるびあ図書館を拠点に、「学校図書館支援貸出」（しらべ学習等に対応して、図書
館が選書を行って提供する）により、小・中学校の学校図書館へ本を車で配本する
サービスを行っています。また、学校図書指導員への研修に協力しています。

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

第四次計画
の策定完了

活動指標

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

①学校図書館支援貸出利用校数 35校 42校

②学校図書館支援貸出数 3,768冊 4,500冊

■取組2-3　子ども読書活動の推進【◇】 図書館

生涯にわたって主体的に読書をする習慣を身に付けることができるよう、子ども読書
活動の推進に関する全市的な取組をまとめた「第四次町田市子ども読書活動推進計画
（2020年度～2024年度）」を策定・推進します。特に、子どもの読書活動に合わ
せた図書資料の充実とともに、小学校英語の教科化などの動向を踏まえ、外国語の絵
本・児童書等を重点的に整備します。

第三次町田市子ども読書活動推進計画（2015年度～2019年度）に基づき、庁内各
部署で計32の取組を実施するとともに、計画の進捗管理を「子ども読書活動推進計
画推進会議」を通じて行っています。

活動指標

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

①第四次町田市子ども読書活動
推進計画の策定

第三次計画に基づく
事業の実施

策定完了
（2019年度）

②外国語の絵本・児童書の蔵書数 3,966冊 6,500冊

第四次計画に基づく事業の推進

推進会議を通じた事業の進捗確認の実施

第四次計画

の策定

外国語の絵本・児童書の計画的購入・活用

利用状況等の検証

利用状況

等の検証

支援内容

の検証

新たな支援

内容の検討

貸出方法等の改善

新たな支援の実施

学校図書館支援貸出の実施
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事業概要

これまでの取組

年度目標
（指標①）

年度目標
（指標②）

事業概要

これまでの取組

年度目標

＊としょかんいちねんせい：公立小学校の新1年生に引換券（兼・利用登録用紙）を配布し、図書館・
　文学館に引換券を持参した児童にカードケースを贈る事業。

工程表

現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

■取組2-5　生涯学習施設の利用促進
文化財係・自由民権資料館・

生涯学習センター・
図書館・文学館

2023年度

より多くの市民に生涯学習施設を知ってもらい、幅広い世代の利用につながるよう、
リーフレットやホームページ、SNSを利用した情報発信のほか、各施設の相互PRを
はじめ、市内外の各機関と連携したPR活動を進めます。

リーフレットやホームページ、SNSを利用した情報発信を行っています。

活動指標

指標 現状値（2017年度）

3事業 4事業

5件 6件 7件 8件

18歳以下の方の利用登録
につながる事業数

目標値（2023年度）

②SNS発信数 219回 800回

①連携して行うPR活動件数 4件 10件

2019年度

4事業

520回 610回 670回 720回 800回

2事業 4事業

■取組2-6　読書普及事業の充実 図書館

インターネットやスマートフォンの普及により、読書量が減っていると言われていま
す。小学生以下の子どもの読書のきっかけとなる事業や、中高生を対象とした図書館
に足を運ぶきっかけとなるイベントを行うなど、18歳以下へ向けた取組を強化しま
す。

小学１年生を対象に「としょかんいちねんせい＊」を実施しました。小学校高学年、
中学生、高校生を対象にＰＯＰ（本の紹介カード）を応募する「まちだライブ・ラ
リー」を実施しました。

活動指標

指標

2事業 3事業

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

2020年度 2021年度

2023年度

10件

2022年度

事業の

実施・

検討

SNSを利用した情報発信

新たな連携

先の検討・

調整

新たな連携

先とのPR

活動の実施

検証
検証結果に基づくPR活動の

見直しと実施

3事業実施 ４事業実施

事業内容

の検証

事業内容

の検証
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事業概要

これまでの取組

年度目標

事業概要

これまでの取組

年度目標

＊マルチメディアＤＡＩＳＹ（デイジー）：音声と一緒に、文字や絵、写真などを見ることができる
　パソコンで読む本のこと。

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

活動指標

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

通常の活字による読書が困難な人を
対象とした事業数

1事業 3事業

視覚障がいなどで活字を読むことが困難な人、寝たきりなどで図書館への来館が困難
な人へのサービスを行っています。さらに、視野狭窄などにより読書が困難な人を対
象に、リーディングトラッカー（読書補助具）の貸出を実施しています。

２事業

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

■取組2-8　障がい者サービスの充実 図書館

（デイジー）＊の貸出を拡充するなど、より対象者を拡げた障がい者サービスを行い
ます。

■取組2-7　シニア世代向け事業の充実 図書館

いつでもだれでも気軽に利用できるという図書館の強みを活かし、地域の図書館で認
知症予防の講座を市民と協働して実施するなど、シニア世代が住み慣れた地域でいき
いきと健康に暮らしていくための取組を行います。

未実施

活動指標
指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

シニア世代を対象とした事業数 未実施

実施検討 1事業 1事業 2事業 2事業

1事業 2事業 2事業 3事業 3事業

１事業実施

実施検討

2事業実施

事業内容

の検証

事業内容

の検証

2事業実施 3事業実施

事業内容

の検証

事業内容

の検証

事業の

実施・

検討

通常の活字による読書が困難な人の学びのきっかけとなるよう、マルチメディアＤＡＩＳＹ
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事業概要

これまでの取組

年度目標

事業概要

これまでの取組

年度目標

活動指標
指標 現状値（2017年度）

完成・配布

目標値（2023年度）

「町田の文学ガイド」作成 未実施 作成・配布

2023年度2022年度

調査完了 調査完了 編集方針の決定 原稿完成

＊町田ゆかりの作家：遠藤周作や森村誠一など、その生涯や作品が町田市と深く関わり、文学の分野で
　一定の社会的評価を受けている小説家、歌人、俳人、詩人、絵本作家、漫画家等。

図書館■取組2-9　図書館資料による情報提供機会の充実

工程表

2019年度 2020年度 2021年度

■取組2-10　「町田ゆかりの作家」紹介事業の充実 文学館

中学生を対象に町田ゆかりの作家＊を紹介し、町田市への愛着をさらに持ってもらう
きっかけとなるよう、パンフレット「町田の文学ガイド」を作成します。

大人向けの資料として、展覧会で紹介した町田ゆかりの作家を図録にまとめていま
す。

町田市の施策や町田市の魅力をより多くの市民にPRするために、図書資料の展示方
法やPRを改善しながら、「本の特集コーナー」による情報提供機会の充実を図りま
す。

2015年度から町田市の施策をPRするための「本の特集コーナー」を市の各部署と
連携して行っています。市の施策を市民に役立ててもらうとともに、図書館利用者を
増やす取り組みのひとつとなっています。

活動指標

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

他部署や他機関と連携した
「本の特集コーナー」の実施数

19回 33回

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

19回 26回 26回 33回 33回

実施アン

ケートを

元に改正

案の作成

改正案実

施

改善点の洗

い出し

改善案実

施

改善点の

洗い出し

改善点の

洗い出し
改善案の

実施

改善点の

洗い出し

改善案の

実施

印刷・完成

配布

原稿作成

校正作業

企画立案・

編集方針

の決定

ゆかり作家

情報の整理

・調査

他市事例等

の調査
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 縄文時代はおよそ 15000年前〜2300年前までの約 1万年余り続いた狩猟採集の時代です。町

田市の縄文出土品はこの長期間の推移をたどることができる充実した内容を誇ります。例えば

日本最古級の隆起線文土器（なすな原遺跡出土）、岡本太郎が見たら括目したであろう約 5000年

前の深鉢形土器（忠生遺跡出土）、約 3300 年前の大英博物館でも展示公開された異形台付土器

（鶴川遺跡出土）や北海道の国宝土偶と同じ様式の「まっくう」と呼ばれる中空土偶（田端東遺

跡出土）、約 3000 年前の縄文工芸の極致といわれる造形の透かし彫付土製耳飾り（なすな原遺

跡出土）などです。これらの多くは町田市考古資料室で公開しています。 

 また、市内には見学できる指定史跡が縄文時代だけで 3 か所あります。我が国初の発見とな

った高ヶ坂石器時代遺跡の敷石住居跡は約 4400 年前のもので大正 15 年に国の指定史跡になり

ました。市立博物館の脇にある約 6000年前の集落である本町田遺跡と、多摩境駅から徒歩 7分

程度で行ける田端
た ば た

環状積
かんじょうつみ

石
いし

遺構
い こ う

（ストーンサークル）は共に東京都指定史跡です。 

町田が誇る縄文文化 
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＜現状と課題＞ 

・市民一人一人が自分に合った学習を継続的に行い、学びを深めていってもらえるよ

う、学習の段階や課題に応じた多様な支援を行っていく必要があります。 

・各地域には、様々な分野の課題があり、これらの課題を解決するためには、地域の

実情に応じたまちづくりに住民自らが取り組んでいくことが重要です。そのために

は、住民一人一人が地域に関心や愛着をもち、考え、学び合いながら知識や技能等

を習得していくことが必要です。 

・市民活動や地域活動への参加率は高くはないものの、参加に前向きな市民は多く、

また、参加に向けての学習へのニーズが高まっています。 

・多くの人が、地域の歴史や文化を学ぶことに関心があり、町田市の歴史や文化を活

かした学習事業を充実する必要があります。 

＜取組＞ 

3-1  地域の課題解決に向けた学習支援 

3-2  町田の歴史情報の提供 

3-3  「文学の扉」事業の推進 

3-4  文化財の維持・保護・復旧の推進 

3-5  文化財の公開・活用の充実 

3-6  展示事業の充実 

3-7  講座・講演会事業の充実 

3-8  レファレンスサービスの充実 

施策３ 学習を“広げる・深める”を支援する 

▲鶴川地区協議会「3 水スマイルラウンジ」

学びのひろば 

 

▲町田自由民権カレッジでの 

フィールドワーク

 

  

第

４

章 



30 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇・・・教育プラン重点事業

事業概要

これまでの取組

年度目標

事業概要

これまでの取組

年度目標

＊町田デジタルミュージアム：町田市が所蔵する考古、歴史、民俗資料をデジタル化し、インターネッ
　ト上で閲覧できるようにする仕組みのこと。

歴史資料分公開 考古資料分公開
考古及び民俗
資料分公開

公開 公開・検証

2地区 検証 3地区 検証 5地区

現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

町田デジタルミュージアム構築の進捗

2023年度

■取組3-2　町田の歴史情報の提供【◇】 文化財係・自由民権資料館

市民の郷土への理解や愛着がさらに深まるよう、町田の歴史をわかりやすく伝える

「町田デジタルミュージアム＊」を構築し、公開します。

新規事業

未実施
システム構築完了、
公開（2022年度）

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

活動指標
指標

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

■取組3-1　地域の課題解決に向けた学習支援【◇】 生涯学習センター

地区協議会をはじめとした地域団体や関係機関と連携・協働しながら、住民自らが課
題を見つけ出し、解決に向けて行動できるよう学習支援を進めていきます。

鶴川地区の交流促進や様々な困りごとの相談の場となっている鶴川地区協議会主催
「３水スマイルラウンジ」にて「学びのひろば」を共催し、地域の歴史や文化を理解
する講座などを実施しています。

活動指標

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

連携事業を実施した地区協議会の数
（累計）

1地区 5地区

歴史コンテンツ編集

公開

各地区協議会への働きかけ

地区協議会

との連携事

業の実施

（1地区）

検証

地区協議会

との連携事

業の実施

（1地区）

検証

地区協議会

との連携事

業の実施

（2地区）

歴史

資料分構築・

公開

考古

資料分構築・

公開

考古及び民俗

資料分構築・

公開
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◇・・・教育プラン重点事業

事業概要

これまでの取組

年度目標
（指標①）

年度目標
（指標②）

事業概要

これまでの取組

年度目標 史跡整備事前準備完了
保存管理計画策定開始

遺構再確認調査
保存処理調査

保存管理計画策定完了
実施設計 整備工事 整備完了・公開

■取組3-3　「文学の扉」事業の推進【◇】 文学館

より多くの市民に文学やことばに親しんでもらえるよう、町田ゆかりの作家の紹介や
文字・ことばの魅力を伝える展覧会を、ことばに関連する他ジャンルを幅広く取り込
みながら、より柔軟で多様な内容により実施します。また、若年層を対象とした創作
活動などの学習事業を充実します。

町田ゆかりの作家を紹介する展覧会を中心に年４回の企画展を実施しています。ま
た、0歳児・１歳児対象のおはなし会「ちちんぷいぷい」や小学生対象の俳句実作講
座「子ども俳句教室」、一般対象の文学やことばに関する講演会など、ライフステー
ジに合わせた学習事業を実施しています。

活動指標

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

①展覧会を通じ、新たな興味や学習意欲
につながった人の割合
（観覧者アンケート）

84% 90%

②中高生から20歳代を対象とした事業数 １事業 ３事業

2022年度 2023年度

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

下三輪玉田谷戸横穴墓群復旧整備 現況測量完了 整備完了・公開

工程表

2019年度 2020年度 2021年度

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

86%

＊下三輪玉田谷戸横穴墓群：古墳時代後期（７世紀ごろ）の地域の有力者の墓。崖面に横穴を掘り遺体
　を安置した。都内で唯一、墓の内部に家形の彫刻が施されている。

＊細野喜代四郎書斎：町田を代表する自由民権運動家・細野喜代四郎が書斎として愛用した土蔵。解体
　され、現在部材の状態で保管されている。

87% 88% 89% 90%

事業の検討 2事業 2事業 ３事業 ３事業

■取組3-4　文化財の維持・保護・復旧の推進 文化財係

文化財を維持・保護し、下三輪玉田谷戸横穴墓群＊、細野喜代四郎書斎＊など、未整
備、未公開の文化財の復旧・修復を推進します。

横穴墓、古民家など市内の指定文化財を復旧し、整備を進めています。

活動指標

展覧会の実施、内容の検証・改善

若年層対

象事業の

実施・

検討

若年層対象事業（２事業）

実施

若年層対象事業（3事業）

実施

整備工事 公開
遺構再確認

調査、保存

処理調査

実施設計

保存管理計画策定

整備

事前準備
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事業概要

これまでの取組

年度目標

事業概要

これまでの取組

年度目標 80% 82% 83% 84% 85%

2023年度

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

■取組3-6　展示事業の充実 自由民権資料館

自由民権運動と町田の歴史情報をさらに発信できるよう、これまで収集・整理した市
域の歴史資料を基にした企画展や、収蔵資料に加え関連資料を市内外の施設や個人か
ら借用し展示する特別展を実施します。

企画展・特別展を年3回実施しています。
また、来館者アンケートにより展示等、資料館の満足度について調査を実施していま
す。

活動指標
指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

資料館への満足度
（来館者アンケート）

77% 85%

■取組3-5　文化財の公開・活用の充実 文化財係

文化財を積極的に公開・活用し、市民が文化財に触れ合える機会をより多く提供しま
す。

市内の指定文化財の公開・活用イベントを実施しています。

活動指標
指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

文化財の公開・活用イベント件数 ４件 ６件

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

４件 ４件 ４件 5件 ６件

イベント４件実施
イベント

5件実施

イベント

6件実施

イベント内容検証

展示・展覧会の内容の検証・改善

企画展・特別展

3回実施

企画展・特別展

3回実施

企画展・特別展

3回実施

企画展・特別展

3回実施

企画展・特別展

2回実施

来館者アンケートによる調査・検証・改善

イベント内容

検証・

新規イベント

検討

イベント内容

検証・

新規イベント

検討

イベント内容

検証・

新規イベント

検討
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事業概要

これまでの取組

年度目標

事業概要

これまでの取組

年度目標

2019年度 2020年度

■取組3-7　講座・講演会事業の充実 自由民権資料館

より深く歴史について学びたいという市民のニーズに応えられるよう、古文書講座や
町田自由民権カレッジを実施するほか、特別展・企画展に関連した講演会や講師を招
いた講座・講演会等を実施します。

古文書講座、町田自由民権カレッジのほか特別講座や、特別展に関連した講演会を実
施しています。

活動指標
指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

講座・講演会等の実施回数 60回 70回

190件 205件 220件 235件 250件

2023年度

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

市民の調査・研究を援助するレファレンスは、市民一人一人の学びを深めることがで
きる重要なサービスです。求める資料を見つけることができるように、レファレンス
サービスの充実に向けて技術の向上を図ります。さらに、レファレンス事例の公開
や、インターネット情報にアクセスできる環境を整備します。

レファレンス事例をデータ化し、インターネットで公開しました。基本的な資料を案
内する「パスファインダー」を作成しました。調べ物に役立つ情報をまとめた「レ
ファレンス通信」を発行しました。

活動指標
指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

レファレンス事例の公開件数 162件 250件

■取組3-8　レファレンスサービスの充実 図書館

2021年度 2022年度 2023年度

40回
※改修工事の為

60回 60回 70回 70回

工程表

レファレンス事例の公開

講座・講演会の内容の検証・改善

講座・講演会

40回実施
講座・講演会60回実施 講座・講演会70回実施

レファレンス事例の点検と

今後の改善方法の検討

事例の公開

の振り返り

レファレンス技術の向上の

ための改善プラン実施
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 町田自由民権カレッジは、2009年度に開講した自由民権資料館主催の講座です。１年目には

講義、２年目には講義とゼミ形式での史料講読、３年目にはゼミ形式での研究報告をし、卒業

論文を書き上げて修了、という３年間のカリキュラムによる講座になります。 

 この講座では、「知ること」にとどまらず、「考えること」の面白さを体験してほしいというこ

と、できれば主体的な学びへのステップとして利用してもらいたい、ということを考えていま

す。歴史を学ぶということは、学校教育でも社会のなかでも、過去の出来事や事実を知ること

と思われがちです。しかし、本当の面白さは、そのうえで過去や過去から現在までについて考

えることにあるのではないでしょうか。当カレッジでは、自分で調べて考え、文章にすること

を通じてその面白さを体験してもらい、卒業後もその体験で得たノウハウを使って学びを継続

していただければ、と考えています。 

 現在、３期生まで卒業され、同窓会が組織され活動しています。同窓会では会員による研究

報告や調査報告を毎月行っているほか、分科会での研究活動や会報の作成も行っています。 

 また、卒業生の研究成果を発表する企画展を協働で開催したり、分科会での研究成果を自由

民権資料館の活動に還元していただいています。 

町田自由民権カレッジとは？ 
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＜現状と課題＞ 

・生涯学習は、個人の生活を豊かにすることはもとより、その成果が地域の中で活か

されることによって、地域づくりに寄与することにつながります。 

・地域では様々な学習活動が展開されており、多様な知識や技能をもった人がたくさ

んいます。学びを深めた人たちが、学んだ成果を活かした活動を地域の中で展開す

ることで、市民同士の学び合いの輪が広がります。 

・学習成果を自分の生活だけでなく、他者のために活かしたいというニーズが高まっ

ていますが、学習者と学習成果を活かせる場とのマッチングが十分に行われている

わけではありません。そのため、学習者が習得した知識や技能を活かして活躍でき

る機会の提供や仕組みづくりを進めていく必要があります。 

＜取組＞ 

4-1  市民提案型事業の推進 

4-2  協働による研究・発表の推進 

4-3  地域で活動するボランティアの養成・支援 

4-4  学習成果の発表機会の支援 

4-5  生涯学習ボランティアバンク事業の推進 

4-6  障がい者の学習成果を発表する場の充実 

4-7  図書館運営の地域協働化の促進 

4-8  市民の文学活動への支援 

 

施策４ 学習成果を活かす機会を充実する 

▲町田自由民権カレッジ卒業生による 

市民協働展展示解説 

▲市民協働事業 

「時代小説読み語り」の様子 

第
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◇・・・教育プラン重点事業

事業概要

これまでの取組

年度目標

事業概要

年度目標
（指標①）

年度目標
（指標②）

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

2023年度

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

②研究発表会等の実施回数 未実施 毎年度実施

市民の学習・研究意欲が高まり、学んだ成果を地域に還元してもらうことができるよ
う、市民の学習・研究活動の支援を行うとともに、協働して研究成果物の刊行や企画
展・イベント等を実施します。

・自由民権資料館では、古文書講座や自由民権カレッジなどの修了生が組織する歴
　史研究グループの研究活動を支援しています。また、資料館の収蔵する史料の整
　理の一部を学生ボランティアの協力により行っています。

・文学館では、2年を任期として市民がテーマを設定して研究を進める「市民研究
　員制度」を実施しています。また、市民研究員との協働により定期的に研究成果
　物を刊行し、研究発表の支援を行っています。

目標値（2023年度）

①研究成果物の刊行に向けた事業数 6事業

■取組4-1　市民提案型事業の推進【◇】 生涯学習センター

学習ニーズをより反映させた内容となるよう、市民団体の提案を基に地域課題の解決
につながる学習講座を提案者とともに作り上げていく市民提案型事業「まちチャレ
*」を拡充します。

地域で活動する学生団体が企画・運営する学生活動報告会*を開催するとともに、市
民提案型事業「まちチャレ」を開始しました。

活動指標
指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

市民提案型事業「まちチャレ」で
実施する講座数

5講座 8講座

■取組4-2　協働による研究・発表の推進【◇】
自由民権資料館・

文学館

5講座 6講座 6講座 7講座 8講座

＊まちチャレ：市民が日常生活の中の課題等を基に企画提案したものを、生涯学習センターとともに実
　施する学習講座。

＊学生活動報告会：町田市や相模原市で活躍する学生団体が、ポスターブース等で活動内容を紹介する
　イベント。

これまでの取組

検討 実施 実施 実施 実施

6事業 7事業 7事業 8事業 8事業

活動指標

指標 現状値（2017年度）

8事業

事業実施体制の整備

5講座実施 ６講座実施 7講座実施 8講座実施

研究支援及び成果物の刊行

企画展・研究発表会実施企画展・研究発表会検討
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◇・・・教育プラン重点事業

事業概要

これまでの取組

年度目標
（指標①）

年度目標
（指標②）

事業概要

これまでの取組

年度目標
（指標①）

年度目標
（指標②）

2022年度 2023年度

2022年度 2023年度

活動指標

工程表

2019年度 2020年度 2021年度

②学生活動報告会への参加団体数 9団体

53団体
（2,167人）

58団体
（2,500人）

26人 90人

11団体

■取組4-4　学習成果の発表機会の支援 生涯学習センター

生涯学習センターを拠点として活動している市民団体や、町田市及び近隣地域で活動
する学生団体が、より多くの人に日頃の活動の成果を発表できる機会を提供します。

日頃の活動の成果を発表する「生涯学習センターまつり」、「学生活動報告会」を開
催しています。

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

①生涯学習センターまつりへの参加団体数
（来館者数）

工程表

2019年度 2020年度 2021年度

■取組4-3　地域で活動するボランティアの養成・支援【◇】 図書館

おはなし会などの本にかかわる活動がより活発に行われるよう、地域や学校で活動す
るボランティアを養成するとともに、ボランティアが行うおはなし会の開催を支援し
ます。

各図書館でのおはなし会については、ボランティア入門講座を行っておはなし会の担
い手を育成し、職員とボランティアが協力して、おはなし会を実施しています。

活動指標

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

①地域で活動するボランティア向け
講座の開催回数

１回 ３回

②地域で活動するボランティア向け
講座への参加者数

1回 1回 2回 2回 ３回

30人 30人 60人 60人 90人

54団体
（2,230人）

55団体
（2,300人）

56団体
（2,370人）

57団体
（2,430人）

58団体
（2,500人）

10団体 10団体 10団体 11団体 11団体

新たな支援方法の検討 新たな支援の実施

ボランティア向け講座の実施、内容の検証・改善

生涯学習センターまつりの実施（運営委員会による内容検討）

学生活動報告会の実施（参加学生団体への支援・内容検討）

新たな支援

内容の検討
新たな支援の実施 検証

新たな支援

に向けた

調整
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事業概要

これまでの取組

年度目標

事業概要

これまでの取組

年度目標

■取組4-5　生涯学習ボランティアバンク事業の推進 生涯学習センター

生涯学習ボランティアの知識や技能を広く市民の学習活動に活かすことができるよ
う、生涯学習ボランティアバンク事業の更なる周知に努め、利用件数の向上を図りま
す。

小学校PTA連絡協議会において、保護者向けに事業の周知を図りました。
また、事業の周知のため、生涯学習センターまつりにおいて一日体験講座を実施しま
した。

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

生涯学習ボランティアバンクの利用件数 16件 30件
活動指標

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

18件 22件 25件 28件 30件

■取組4-6　障がい者の学習成果を発表する場の充実 生涯学習センター

障がいのある人が、社会で生活しながら学び続けられるように、視覚や聴覚などの障
がいに応じた学習要求の調査、研究を行い、学習プログラムを開発します。その上
で、発表の場を設けることで障がい者の生涯学習を推進します。

主に知的障がいのある人を対象とした障がい者青年学級において、学級ごとに学習成
果の発表の場を設けるなど、生涯学習の推進に取り組んでいます。

活動指標

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

障がいに応じた学習成果の発表の場 未実施
実施

（2021年度）

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

調査・研究
学習プログラム

の開発
実施・検証 実施・検証 実施・検証

新たなPR

方法の検討
検証

検証結果に基づくPR方法の

見直しと実施

新たなPR

方法の実施

生涯学習ボランティアバンク一日体験講座の実施

調査・研究

学習

プログラム

の開発

事業の実施

・検証

事業の実施

・検証

事業の実施

・検証
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事業概要

これまでの取組

年度目標

事業概要

これまでの取組

年度目標

5分野 6分野 6分野 7分野 7分野

2023年度

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

■取組4-7　図書館運営の地域協働化の促進 図書館

市民の学習を支える図書館活動を市民参画・協働でこれまで以上に進めることができ
るよう、図書館で活躍するボランティアの活動分野を拡げていきます。

児童サービスの「おはなし会ボランティア」、障がい者サービスの「宅配ボランティ
ア」・「音訳ボランティア」・「点訳ボランティア」・「対面朗読ボランティア」で
市民ボランティアが活動しています。

活動指標
指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

ボランティア活動分野の拡大 ５分野 ７分野

6団体 6団体 6団体 ７団体 ７団体

2023年度

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

■取組4-8　市民の文学活動への支援 文学館

多くの市民が文学の楽しみを知り、市民同士の交流が広がるよう、市民の活動の自発
性を尊重しながら、その学習成果や文学的知識、技能、表現力などを還元できる機会
をつくります。

読み語り実行委員会との朗読会、紙芝居サークルとの紙芝居上演会、幼児向けおはな
し会などを協働で実施しています。

活動指標
指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

支援団体数 ５団体 ７団体

市民団体への支援

事業内容の検証 検証を踏まえた新たな事業の実施

5分野 ６分野 ７分野

拡大に向けた検討
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 町田市民文学館ことばらんどは、1997年に作家・遠藤周作氏の資料をご遺族から寄贈された

のがきっかけとなり、〈文学の魅力やことばの力に出会う場〉〈文学を通じた市民の新たな交流

拠点となること〉を目指す総合文学館として 2006年に開館しました。 

 開館に際しては、作家・森村誠一氏ら有識者による検討委員会を開催し、資料の活用、文学館

のあり方について議論が重ねられ、また、広く市民に関心をもってもらうために市民アンケー

トやシンポジウム、講演会等を実施しました。2004年には文学館の正式名称を公募し小学生の

作品が採用されて「町田市民文学館ことばらんど」に決定しました。 

 開館以来、町田ゆかりの作家、文学・ことば、絵本や児童文学に加え、マンガや映画などのポ

ップカルチャーなど多様なジャンルを視野にいれた展覧会を開催しています。〈ことば〉や〈文

学〉に関わる大人向けの講演会や講座はもちろん、〈文学〉の入り口となるわらべ唄を中心とし

た乳幼児向けのおはなし会や、戸外に出かけて俳句を作る小学生対象の俳句教室など、子ども

たちに文学を身近に感じてもらえるような事業にも力をいれています。 

 “ことばらんど”は、これからも市民にとって、ことばに出会う、ことばを楽しむ、ことばで

繋がる『文学の扉』であり続けます。 

“ことばらんど”ってどんなところ？ 
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＜現状と課題＞ 

・様々な事情を抱え、公的な支援がなければ自由に学ぶことができない状況の人がいま

す。そのため、学びに対する支援を必要とする人のニーズを把握するとともに、学べ

る環境を整備する必要があります。 

・学習講座の開催や本に親しむ環境づくりなどの取組は、行政だけではなく、市民団体

などにも広がりを見せています。より効果的に学習事業を展開するためには、これら

の団体と連携・協力していくことが必要です。 

・地域の歴史や文化は、その地域に誇りや愛着を生むきっかけとなるものであるため、

その資源をしっかりと整備・保存・調査・研究等をし、広く市民に親しんでもらえる

環境を整備する必要があります。 

＜取組＞ 

5-1  支援が必要な人への学習機会の提供 

5-2  本と出会う場所の創出 

5-3  文化財の保存と活用環境の整備 

5-4  歴史・文化資源の調査・研究・保存 

5-5  図書館利用者の利便性の向上 

5-6  地域資料の活用の推進 

5-7  市民のニーズに合った図書館事業の実施 

5-8  町田の文学の継承 

5-9  文学財産の保存 

施策５ 学習を支える環境づくりを進める 

▲高ヶ坂石器時代遺跡（牢場遺跡） 

敷石住居跡 

▲移動図書館「そよかぜ号」 
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◇・・・教育プラン重点事業

事業概要

これまでの取組

年度目標
（指標①）

年度目標
（指標②）

事業概要

これまでの取組

年度目標
（指標①）

年度目標
（指標②）

＊多文化共生：国籍や民族などが異なる人々が、文化的な違いを認め合い、対等な関係を築きながら、
　ともに生きていくこと。

＊まちライブラリー：47ページのコラム「まちライブラリーとは？」を参照。

施設の把握 作成・公開 検証 更新 検証

21か所 22か所 23か所 24か所 25か所

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

■取組5-2　本と出会う場所の創出【◇】 図書館

町田市内には大学図書館や地域文庫、まちライブラリー＊など本に触れることができ
る施設が各地域にあります。これらの施設と図書館が連携して読書活動を推進する取
組を進めるとともに、これらの施設の情報を集約した読書マップを作成します。

市民が利用可能な大学図書館やおはなし会を実施している団体の情報を収集し、図書
館ホームページに掲載しています。

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

1事業

活動指標

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

①読書活動推進にかかる連携施設数 20か所 25か所

②読書マップの作成 未実施
作成・公開

（2020年度）

■取組5-1　支援が必要な人への学習機会の提供【◇】 生涯学習センター

外国人居住者、障がい者、ひきこもり当事者など文字の読み書きや基礎学力の学び直
しを求める人の学習機会を保障するため、学習に関するニーズ調査を行い関係機関と
連携して学習機会を提供します。

障がい者を対象とした「障がい者青年学級」、ひきこもり当事者を対象とした居場所
事業などを実施しています。

活動指標

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

①多文化共生＊に関する学習事業数 1事業 3事業

②社会的困難を抱えた人への学習事業数 3事業 5事業

2事業 2事業 ３事業 ３事業

３事業 4事業 4事業 5事業 5事業

図書の貸出・閲覧やおはなし会がある市民利用施設との連携推進

マップの

作成・

公開

本に触れ

ることが

できる施

設の把握

マップの

更新

各種学習事業の実施

関係機関への働きかけ

参加者アンケート等によるニーズ調査・

事業内容への反映

市民意識

調査での

ニーズ

把握

新たな

事業の

実施
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◇・・・教育プラン重点事業

事業概要

これまでの取組

年度目標

事業概要

これまでの取組

年度目標
（指標①）

年度目標
（指標②）

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

高ヶ坂石器時代遺跡整備進捗 整備着手
ガイダンス施設
建設工事完了

2023年度

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

■取組5-4　歴史・文化資源の調査・研究・保存 自由民権資料館

所在調査・探索により発見された史料、寄贈・寄託等の申し出がある市域の各家等に
残る史料を整理して、半永久的な学習・研究資源とするために保存環境を整えます。
また、整理した史料は、利用者の希望に応え、展示や刊行物に還元できるよう目録を
作成します。

市民ボランティアや大学等との協働により史料整理を行い、新たな史料の寄贈・寄託
を受け入れながら仮目録の作成を進めています。

活動指標

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

①史料整理数（累計） 42,000点 67,000点

②目録作成点数 0件 3件目着手

■取組5-３　文化財の保存と活用環境の整備【◇】 文化財係

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

発掘調査や環境整備によって、牢場遺跡・稲荷山遺跡・八幡平遺跡からなる高ヶ坂石
器時代遺跡を維持保存できるようにし、文化財の魅力をより広く伝えられるよう積極
的に公開活用します。

遺跡整備工事、現場公開を各年度実施しました。
2016年度：稲荷山遺跡工事・公開、八幡平遺跡工事
2017年度：牢場遺跡工事・公開
2018年度：牢場遺跡史跡公園用地買収、牢場遺跡工事、八幡平遺跡工事

活動指標

八幡平遺跡
整備工事

基本計画
八幡平遺跡公開

基本設計 実施設計 建設工事

1件目
作成作業

1件目
作成完了

2件目
作成作業

2件目
作成完了

3件目
作成作業

47,000点 52,000点 57,000点 62,000点 67,000点

ガイダン

ス施設実

施設計・

展示実施

設計

ガイダン

ス施設

建設工事

史料の寄贈・寄託の受入れ、史料整理

史料目録作成（2件目）

八幡平

遺跡

整備工事

八幡平遺跡

整備工事、

牢場遺跡

買収地設計、

ガイダンス

施設

基本計画

牢場遺跡買

収地整備工

事、ガイダ

ンス施設基

本設計・展

示基本設計

史料目録作成（1件目）
史料目録作成

（3件目）
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事業概要

これまでの取組

年度目標

事業概要

これまでの取組

年度目標

＊デジタルアーカイブ：電子図書館をはじめ、作品、文化財その他の情報をデジタル化して収集・保存・
　公開する活動や場の総称。

検討 整理 データ作成 データ作成 実施

■取組5-5　図書館利用者の利便性の向上 図書館

インターネットやスマートフォンの普及、書籍のデジタル化により市民の読書スタイ
ルは多様化しています。図書館に来館しなくても市民が読書をする機会が増えるよ
う、電子書籍の導入を目指します。

未実施

活動指標
指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

電子書籍サービスの導入 未実施 実施

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

■取組5-6　地域資料の活用の推進 図書館

現在、紙の媒体で管理されている地域資料は、地域活動を行っていく上で重要な資料
です。これらを積極的に活用できるよう、これまで蓄積してきた地域資料のデジタル

アーカイブ＊化を進めます。

未実施

活動指標

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

地域資料のデジタルアーカイブ化の推進 未実施 実施

2023年度

調査 検討 仕様作成 実施準備 実施

2023年度

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

先進事例の研究調査・

補助金の調査・

民間活力手法導入検討

実施
導入のための仕様作成と

実施に向けた準備

イメージデータの作成
段階的な

公開

地域資料

活用のための

計画作成

デジタル化

対象資料の

整理
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事業概要

これまでの取組

年度目標

事業概要

これまでの取組

年度目標
（指標①）

年度目標
（指標②）

公開（年2回） 公開（年4回）

1件 1件 １件 2件 2件

公開（試行） 検証 公開（年2回）

①貴重資料の公開回数 未実施 年4回

②図録や目録等の作成件数 1件 2件

■取組5-8　町田の文学の継承 文学館

継続的に収集してきた町田市の文学的財産である町田ゆかりの作家の貴重な資料を、
適切に整理・保存・研究し、研究の成果を広く市民が利用できるよう公開します。ま
た、これまでに蓄積した情報や資料を継承していくための図録や目録等を作成しま
す。

町田ゆかりの作家の資料を収集・保存・研究し、公開しています。
毎年、展覧会の成果をまとめた図録を作成しています。

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

活動指標

2023年度

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

■取組5-7　市民のニーズに合った図書館事業の実施 図書館

図書館全館で利用者アンケート調査を実施し、図書館利用者のニーズを把握して、図
書館サービスの改善に役立てます。

図書館全館での利用者アンケートを2009年度から３回実施しました。

活動指標

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

図書館利用者アンケートの実施 未実施 実施

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

検討 実施 活用 活用 検討

図録等の刊行（年1件）

事業の評価と改善

公開（試行）

調査
検証・調査 公開・調査

図録等の刊行（年2件）
目録等の

企画・検討

アンケート

実施準備

次期

アンケート

実施準備

アンケート

実施と公表
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事業概要

これまでの取組

年度目標 850点 1,000点 1,150点 1,300点 1,450点

工程表

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

■取組5-9　文学財産の保存 文学館

町田市の文学的財産である町田ゆかりの作家の原稿、色紙、絵画等の特別資料を後世
に残し、市民に継承できるよう適切に保存します。

町田ゆかりの作家の貴重図書や貴重雑誌、特別資料（原稿、色紙、絵画等）を収集
し、整理、登録しています。

活動指標

指標 現状値（2017年度） 目標値（2023年度）

特別資料の登録数（累計） 575点 1,450点

2023年度

特別資料の収集

特別資料の整理・登録

特別資料の整理・登録

特別資料の

整理・登録

整理計画の

作成

整理計画の

作成
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 「まちライブラリー」とは、メッセージを付けた本を持ち寄り、まちのあちこちに本棚や小

さな図書館をつくり、人と出会おうとする活動です。 

 「まちライブラリー」のしくみは、本に寄贈者からのメッセージを記入し、次々に読んだ人

が感想を連ねていきます。持ち寄られた本で、その場所に独自の本棚ができあがります。その

場で本の感想を言い合ったり、本を読みながら飲食ができたりします。本をきっかけに人々の

つながりが生まれています。 

 全国で 620か所を超えると言われている「まちライブラリー」はその規模も様々で、カフェ、

病院、企業、お寺、個人宅などの場所に開設され、各種イベントも行われています。町田市内

でも、サービス付き高齢者向け住宅と保育園の 2 か所に開設されており、人々が交流する場と

なっています。 

 「まちライブラリー」の活動を自分が楽しんでやっていると、隣の人に伝播します。さらに

その人が、隣へとつなげていく。まちの中がいつの間にか、変わっていくかもしれません。ま

ちを育むのも「まちライブラリー」の目的のひとつです。 

 個人や小規模の団体が、各地で「まちライブラリー」を通じて、まちを育む種を育てていま

す。今後、この活動はさらに注目を集めることでしょう。 

参考：磯井純充『本で人をつなぐ まちライブラリーのつくりかた』学芸出版、2015年 

『まちライブラリー』http://machi-library.org/ 

「まちライブラリー」とは？ 
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